
令和６年12月３日(火) 

敷島南小学校保健室 
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寒
さむ

くなってきました! 

感染症
かんせんしょう

に気
き

をつけよう！！ 
インフルエンザ・コロナ・ノロウイルス 



～保護者の皆様へ～ 
 

 

 

 

学校保健委員会とは、学校における健康に関する課題を話し合い、健康づくりを推進していくた

めの会で、年１～２回開催している学校が多いです。本校では、保護者代表としてPTA役員の皆様

（会長さん･副会長さん･施設安全部の方々）、専門家として学校医･学校薬剤師の先生方などに委員

をお願いし、本校教職員とともに児童の健康の様子について話し合いをしています。学校保健計画

の確認の後、健康診断の結果や体力テストの結果、給食の様子などの報告に加えて、特に今年度は、

本校栄養教諭の石井文女先生を講師に、“食物アレルギーに関する学習会”を行いました。 

本校は食物アレルギーのある児童が多く、給食はもちろん、学校生活全般に渡って配慮が必要と

なります。食物アレルギーと一口に言っても、口の中が少しかゆくなって済む程度から、呼吸困難に

なり意識を失ってしまうものまで、症状は様々です。また、食物アレルギーは、ある日、突然発症す

ることもあり、いつ、誰に起こるかわかりません。 

石井先生からは、「アレルギーのあるお子さんは、 

自分で何が食べられて、何が食べられないかよく 

知っておくこと。そして、周りの友達にも知って 

おいてもらうことが、命を守ることにつながる。」 

「給食では様々な食経験を積んでほしいため、給食 

で初めて口にするというような食材もある。家庭でも 

日頃から様々な食材に触れていただくことが、学校で 

のアレルギー事故の予防になる。」「何か症状があれば 

きちんと医師の診断を受け、適切な対応を取ることが大事。ただ心配だからというだけで不必要な

除去を行うことは、成長期の子どもにとって栄養上問題がある。」とのお話がありました。 

参加された保護者の方々からは、「我が子にアレルギーが 

ないため、今までよく知らなかった。」「エピペン（アレル

ギーが起きた時の自己注射薬）について使い方を体験でき

て良かった。」「学校で行っている対応を知ることができた。」

などの感想をいただきました。ありがとうございました。 

    学校では、食物アレルギーはもちろん、様々な病気や症状等のあるお子さんについて、安心

安全を第一に考えて対応を行っておりますが、それには保護者の皆様のご理解･ご協力も不可

欠です。全校児童の健康をみんなで支えていけるよう、ぜひ、よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エピペン 

医師から処方 
 本人専用です。 

太ももに 

打ちます 

 

11 月 22 日、本校にて

に 


